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愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所 岸本印刷所

8月の人口動態
男 7.459 出生 11
女 8.224 死亡 12
計 15.683 婚姻 5 
世帯数 3.962 離婚 1 

(末日現在〉

発行所
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よ
い
子
た
ち
が
動
く

こ
の
よ
い
子
た
ち
の
、
自
主
的
な
活
一
と
な
っ
て
、
大
き
く
、
全
町
に
、
広
が

動
ぶ
り
は
、
や
が
て
、
「
善
意
の
輪
」
一
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
字
白
滝
の
、
百
二
十
区
と
、
百
二

2
一
十
一
区
の
子
供
会
の
よ
い
子
た
ち
が
、

占
」
長
浜
公
民
館
白
滝
支
館
の
、
そ
う
じ
を

一
始
め
ま
し
た
。

ま
一
白
滝
地
区
に
は
、
こ
の
程
、
鉄
筋
コ

む
一
ン
ク
リ
l
ト
二
階
建
、
約
六
百
五
十
平

一
方
メ
ー
ト
ル
の
白
滝
支
館
が
、
で
き
あ

C

A

E

 

均
一
が
り
ま
し
た
。

一
そ
と
で
、
白
滝
の
百
二
十
区
と
、
百

E
一
二
十
一
区
の
子
供
会
の
よ
い
子
た
ち
は

ゅ
よ
毎
週
日
曜
日
に
、
白
滝
支
館
の
そ
う
じ

一
を
し
よ
う
と
申
し
合
わ
せ
、
さ
っ
そ
く

顕
一
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

き
一
と
れ
は
、
白
滝
の
百
二
十
区
と
、
百

Fa
一
二
十
一
区
の
よ
い
子
た
ち
、
約
三
十
入

量
一
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

腹
い
っ
ぱ
い
に
こ
用
心

〉
白
日
本
の
秋
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
食
物

行
一
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
地
球
上

手
一
そ
の
比
を
見
な
い
と
さ
え
い
わ
れ
て
い

何
一
ま
す
。

四
一
「
腹
い
っ
ぱ
い
」
食
べ
る
こ
と
は
、

町
一
決
し
て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
健
康
に
プ

円
一
ラ
ス
し
ま
せ
ん
。

何
一
い
く
ら
お
い
し
く
て
も
、
「
腹
八
分

一
目
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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収
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を
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を

、
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v

f
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つ

リ

浜

背
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な

委

れ
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中

員

物

針

て
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…
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)
総
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エ

は

る

光

こ

発

か
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を

工

織

方
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ハJ
f
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県

、
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フ

惚

す

観

お

関

開

場

用

の

・

る

つ

ま

…

-
J
コ

寸

口

に

行

絡

八

由

。

が

域

が

地

活

度

物

す

に

り

い

建

山

び

一

連

、

経

業

査

地

会

、

の

程

編

致

場

い

…

3
=

、

の

関

し

を

産

調

、

部

は

力

人

@

誘

ヱ

は

h

…

開

速

日

な

等

ノ

関

港

、

の

日

致

で

労

泊

製

を

捕

に

…

市

山

(

什

官

長

上

に

浜

に

ど

o
E
誘

会

人

ら

縫

社

候

査

川

-

草

月

係

課

u~
発

長

特

な

た

月

場

の

婦

か

る

数

、

調

…

也

8
の

務

浜

関

、

、

情

し

8
工

o

と
、
人
す
場
し
的
…
・

'

士

課

総

長

路

他

係

事

ま

の

た

て

泊

容

工

定

体

…

昭和42年9月20日(ー)

毎週日曜日に、白滝支館のそうじをする良い子たち

(写真は、白滝支館久保主事提供?月10日撮影〕
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忘
れ
ず
に
祝
っ
て
や
ろ
う

子

供

敬愛されるおとしより

こ
と
し
、
当
町
で
、
め
で
た
く
米
寿

を
迎
え
た
方
は
、
去
年
と
同
じ
く
九
人

で
す
。米
寿
、
お
め
で
と
う
ど
ざ
い
ま
す
。

山
下
初
治
(
黒
田
)

井
上
カ
ナ
メ
(
青
島
)

梶

本

コ

ク
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庁
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兵
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ヤ
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櫛
生
)

松
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ミ
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菊
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カ
サ
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豊
茂
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松
本
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太
郎
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M
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上
回
フ
キ
ノ
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白
滝
〉

武
智
円
ノ
ツ
(
グ
)

ラフカノ

実
Jつ

た
購
議
J

謹孟
区二禽

百
万
農

当
町
の
、
農
業
振
興
計
画
を
、
昭
和
一
年
よ
り
、
二
O
M汚
か
ら
二
十
五
Mm
の
収

ニ
十
八
年
度
に
た
て
、
こ
の
基
本
と
な
一
入
滅
の
農
家
が
約
二
十
一
戸
で
ま
し
た
が

る
作
目
に
、
果
樹
・
酪
農
@
養
蚕
の
三
一
肥
培
管
理
や
、
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て

品
目
を
き
め
、
約
一
億
七
千
万
円
の
事
一
昭
和
四
十
三
年
度
に
は
、
百
万
円
以
上

業
費
を
投
入
し
、
全
町
的
な
開
発
を
行
一
農
家
群
が
、
約
二
百
戸
を
越
え
る
見
込

っ

て

き

ま

し

た

。

一

み

で

す

。

そ
し
て
、
こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
十
一

一

年

度

で

完

了

し

ま

し

た

。

一

こ
の
う
ち
、
果
樹
の
み
か
ん
に
つ
い
一

て
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
、
コ
一
か
一

年
計
画
で
着
手
し
、
み
か
ん
の
閏
立
曲
目
一

家
を
育
成
す
る
こ
と
と
、
生
産
技
術
の
一

改
善
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
事
業
を
推
一

進
し
て
き
た
結
果
、
全
町
的
に
、
み
か
一

ん
生
産
意
欲
が
盛
り
上
が
り
、
つ
ぎ
の
一

と
お
り
、
百
万
円
以
上
の
農
家
が
、
誕
一

生

し

ま

し

た

。

一

な
お
、
五
十
万
円
か
ら
、
百
万
円
の
一

農
家
の
う
ち
に
は
、
寒
害
お
よ
び
、
干
一

害
等
の
気
象
的
原
因
に
よ
っ
て
、
着
花
一

不
良
ゃ
、
結
果
不
良
な
ど
に
よ
り
、
前
一

会
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検
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一
戸
轄
す

の

日

九
月
十
五
日
は

し
た
。

「
敬
老
の
日
」
で

ず
ら
り
と
五
百
余
珊

一
一
一
五
待
望
の
新
開
園
書
到
着
一
一
一
一

日
貸
出
は
十
月
か
ら
実
施
日

長
浜
公
民
館
で
は
、
こ
の
程
、
新
刊

一
図
書
を
、
五
百
余
冊
購
入
し
ま
し
た
。

一
今
回
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
ぎ

一
の
三
点
に
主
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

一
一
、
家
庭
で
は
、
そ
ろ
え
る
こ
と
が

一
で
き
な
い
も
の
に
、
主
点
を
お
を
ま

一
し
た
。

一
二
、
事
典
類
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

一
三
、
原
色
の
図
鑑
を
そ
ろ
え
ま
し
た

一
い
ま
、
図
書
の
整
理
を
し
て
い
ま
す

一
が
、
十
月
一
日
ご
ろ
か
ら
は
、
貸
出
を

一
始
め
、
貸
出
は
、
週
二
回
、
月
曜
と
、

一
木
曜
日
の
予
定
で
す
。

一
み
な
さ
ん
、
ど
し
ど
し
、
公
民
館
図

室
官
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
な
お
、
今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て

一
一
新
刊
図
書
を
ど
紹
介
し
ま
す
。

え
顔
が
通
じ
る
正
し
い
通
話

は
っ
き
り
短
か
く
気
持
よ
く

門
辞
典
の
部
〕

世
界
文
芸
@
日
本
美
術
@
経
済
学
e

世
界
人
名
@
世
界
地
名
・
法
学
・
西
洋

人
名
・
経
済
@
新
和
英
@
立
回
訓
両
引
き

国
漢
@
故
事
こ
と
わ
ざ
@
名
乗
@
古
語

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
・
全
国
方
言
@

分
類
方
言
・
字
源
@
新
英
和
@
大
日
本

国
語
@
六
法
全
書

門
事
典
の
部
凶

日
本
社
会
民
俗
・
心
理
学
e

現
代
ホ

ー
ム
百
科
@
当
用
漢
字
@
現
代
を
考
え

る
@
数
学
解
法
@
世
界
大
百
科
・
世
界

歴
史
・
日
本
文
学

門
図
鑑
(
原
色
)
の
部
同

こ
ん
虫
類
@
貝
類
・
魚
類
@
鳥
類
@

ほ
に
ゆ
類
@
花
き
類
@
ば
一
ら
洋
ら
ん
類

ち
ょ
う
類
@
菌
類
@
羊
指
植
物
類
@

一
熱
帯
魚
類
・
両
生
は
虫
類
8

鉱
石
類
。

一
一
高
山
植
物
園
園
芸
植
物
。
樹
木
・
岩
石

士
家
畜
・
淡
水
魚
・
横
物
・
海
草
・
薬

一
一
用
植
物
@
が
類
・
野
菜
・
淡
水
プ
ラ
ク

一
一
ト
シ

19 

血
液
型
調
査
実
施

11 

計

一
町
と
、
伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
一
プ

一
ブ
で
は
、
今
月
の
下
旬
、
全
町
民
を
対

象
に
、
巾
液
型
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
町
民
の
血
液
型
台
帳
を

作
成
し
て
、
血
液
に
か
か
る
諸
問
題
を

身
近
か
な
と
と
ろ
か
ら
徐
々
に
解
決
し

尊
い
人
命
を
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う

運
動
を
推
進
す
る
た
め
で
す
。

調
査
は
、
衛
生
協
力
委
員
に
お
願
い

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
暖
い
手
を

赤
い
羽
根
共
同
募
金

H

わ
た
し
に
も

君
に
も
で
ま
る
た
す
け
あ
い
グ

全
国
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動
が

こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
一
斉
に
始
『

ま

り

ま

す

。

一

こ
と
し
で
、
二
十
一
年
目
を
迎
え
た
一

共
同
募
金
運
動
は
、
こ
と
し
も
十
二
月
一

末
ま
で
の
三
か
月
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
一

ζ

と
し
の
当
町
の
呂
標
額
は
、
コ
一
十
九
一

万

二

千

円

で

す

。

一

す
べ
て
の
国
民
が
、
社
会
人
と
し
て
一

の
善
意
を
寄
せ
て
、
そ
れ
を
社
会
福
祉
一

の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
運
動
が
一

こ
の
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
で
一

す

。

一

わ
た
く
し
た
ち
の
身
近
か
な
と
こ
ろ
一

に
も
、
困
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
が
た
が
一

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一

恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
あ

な
た
の
暖
い
手
を
さ
し
の
べ
ま
し
ょ
う

遺
族
に
七
万
円
を

支
給

昭
和
二
十
年
八
月
九
回
、
旧
長
崎
医

科
大
学
で
、
原
子
爆
弾
に
被
爆
し
た
こ

と
で
、
死
亡
し
た
旧
長
崎
医
科
大
学
の

学
生
の
遺
族
に
、
特
別
支
出
金
が
七
万

円
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、

至
急
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
中
に
は
、
遺
族
不
明
の
方
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
も
し
親
族

お
よ
び
、
知
人
に
、
関
係
者
が
あ
れ
ば

連
絡
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
さ
れ
た
大
学
生
の
名
簿

は
、
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

/ 

/ 
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池
グ
へ
送
水
さ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
集

合
制
御
室
に
は

ス
イ
ク
エ
ノ
を
入

れ
て
お
け
ば
自

動
的
に
、
全
機

械
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
仕

合
制
御
室
、
事
務
室
、
宿
直
室
、
着
水
一
組
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
何
ん
と

井
、
滅
菌
室
、
そ
れ
に
六
百
ト
ン
の
水
一
い
っ
て
も
長
浜
浄
水
場
の
自
慢
で
す
。

を
貯
え
る
貯
水
池
が
あ
り
ま
す
。
一
配
水
池
で
は
、
千
三
百
ト
ン
の
水
を

と
こ
で
滅
菌
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台
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/
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。
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塗
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ま
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と
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を

受
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受
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受
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v
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F
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し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ら
ず
証
書
を
一
と
し
て
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
前
に
生
ま
れ
た
人
が
、
七
十
才
に
な
っ

ま
た
、
十
月
の
恩
給
法
の
改
正
で
一
た
と
き
は
役
場
で
、
福
祉
年
金
の
手
続

普
通
扶
助
料
か
ら
、
特
例
扶
助
料
に
切
一
き
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
c

り
か
わ
る
人
も
で
て
き
ま
す
が
、

こ
の
人
た
ち
は
、
福
祉
年
金
が
全
相

支
給
停
止
か
ら
、
入
金
額
支
給
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
、
証

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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V
書
留
制
限
送
額
は
倍
額

百l
悶lll

郵
便
制
度
は
、
年
々
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
郵
便
の
い

ろ
い
ろ
規
程
が
あ
る
の
で
説
明
し
ま
し

トーで
h

ノ。門定
形
郵
便
物
〕

芳
一
一
種
郵
便
物
で
、
長
さ
十
四

1
二

十
二
了
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
厚
さ
、

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
大
き
さ
で

重
さ
は
、
五
十
グ
ラ
ム
ま
で
の
封
筒
な

ど
に
納
め
密
封
し
た
も
の
を
い
い
料
金

が
割
り
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
グ

ラ
ム
ま
で
、
十
五
円
、
五
十
グ
ラ
ム
ま

V
七
十
才
に
な
っ
た
ら
老
令

福
祉
年
金
の
請
求
を

で
二
十
円
。

〔
定
形
外
郵
便
物
〕

定
形
外
現
使
物
の
大
き
さ
や
重
さ
に

合
わ
な
い
も
の
で
、
日
数
も
定
形
よ
り

か
か
り
、
料
金
も
割
り
古
向
じ
五
十
グ
ラ

ム
ま
で
二
十
五
円
、
五
円
グ
ラ
ム
ま
で

は
、
五
十
グ
ラ
ム
増
す
ど
と
に
十
円
悼
平

し
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
二
百
円
、
二

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
七
百
円
、
三
キ
ロ
は

一
千
二
百
円
、
四
キ
ロ
は
一
千
七
百
円

門
郵
便
書
簡
凶

封
筒
と
便
せ
ん
を
い
っ
し
ょ
に
し
た

も
の
で
、
通
信
文
を
書
い
て
折
り
た
た

め
ば
、
そ
の
ま
ま
差
し
出
せ
る
も
の
で

料
金
も
、
十
五
円
と
割
り
安
で
す
が
、

利
用
度
は
、
意
外
に
少
な
い
よ
う
で
す

門
書
留
回

現
金
十
万
円
、
物
品
百
万
円
ま
で
送

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
現
金
書
留
料
金
は
、
三
千
円
ま
"

で
六
十
円
、
あ
と
は
、
二
千
円
ふ
え
る

ご
と
に
五
円
増
し
。
物
品
の
場
合
は
、

三
千
円
ま
で
六
十
円
。
二
千
円
増
す
ご

と
に
一
円
増
で
す
。

門
あ
て
名
変
更
と
取
り
も
ど
し
〕

郵
便
物
を
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
か
ら
、

あ
て
名
が
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
、

内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
郵
便

局
で
手
続
き
を
し
て
、
そ
の
郵
便
物
を

取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

祭
が
催
さ
れ
ま
す
。

f

〈
〉
秋
と
も
な
れ
ば
、
何
と
な
く
本
一

の
感
触
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
読
み
一

捨
て
雑
誌
の
は
ん
ら
ん
し
て
い
る
昨
一

今
で
す
が
、
と
く
の
あ
る
本
を
じ
っ
一

く
り
読
む
の
に
よ
い
時
期
で
す
。
一

A
V

一
年
に
一
度
く
ら
い
、
秋
の
空
一

気
の
乾
燥
し
た
と
き
に
虫
干
を
し
ま
一

、
し
よ
う
。
虫
干
し
を
す
る
と
き
は
、
一

干
日
か
げ
の
風
通
し
の
い
い
場
所
に
本
一

協
を
た
て
て
、
。
へ

1
ジ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
一

し
て
、
中
ま
で
よ
く
空
気
が
通
る
よ
一

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

八
〉
学
生
の
辞
書
は
、
使
い
古
し
て
一

き
た
な
い
方
が
貫
録
の
あ
る
も
の
で
一

す
が
ラ
っ
か
り
す
る
と
、
大
事
な
ペ
一

!
ジ
が
破
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る
と
)

い
う
と
と
が
あ
り
ま
す
。
手
ま
め
に
一

修

理

を

し

ま

し

ょ

う

。

一

A
V

あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
一

る
地
区
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ

l
一

ス
で
も
話
題
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
一

ど
ん
ど
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。
一

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

一

(
広
報
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一


